
 

資料２ 

 

◎地域開放型図書館について 

 

※当初の計画 

村民（村外の方）が自由に出入りし利用できる地域開放型図書館 

 

※変更 

  多目的スペースを確保しランチルームとしての活用や生産者や高齢者とふれあう

機会の創出の場 

 

 

※変更理由 

  

1.鮫川村独自の取組 

  オーガニックビレッジ構想の推進、ランチルームを兼ねた多目的スペースで生産

者との交流、児童生徒の減少に伴う多目的利用（みんなで食べる場）、高齢者とふれ

あう機会の創出など活用シーンが広がり、学校教育、生涯学習の両面で機能的な場

所にすることができる。 

 

2.防犯面での不安 

  不特定多数の地域住民が日常的に校舎へ立ち入る「地域開放型」の計画について

は、児童生徒の安全確保や防犯管理の観点から慎重な検討が必要である。 

 

 3. 財政負担の増額 

  鮫川村図書館を義務教育学校内に移転する場合は、学校施設として扱われず、図

書館部分の面積に対し、国の補助金である公立学校施設整備負担金の交付要件が満

たせなくなる。 

   

◇以上のことより、不特定多数が利用する地域開放型図書館ではなく、鮫川村独自の

政策であるオーガニックビレッジ構想の推進を生かした、スポット型の活用を提案

いたします。また、放課後児童クラブに通う児童を待っている保護者の方が、図書

室を利用できるようにします。 

 

 

 

 



 

 

◎平面図について 

 

〇施設の実施設計業務の経過（平面図等の協議） 

・6/18 午前：丹内小学校長、齋藤教務主任、小野里中学校長、吉田中学教頭との 

    ヒアリング実施 

（設計会社、村長、副村長、教育長、教育次長ほか６名出席） 

    午後：丹内小学校長、小野里中学校長とのヒアリング実施 

    （設計会社、村長、副村長、教育長、教育次長ほか２名出席） 

・7/21 小学校教諭 13 名、中学校教諭 11 名とのヒアリング実施 

     （設計会社、教育次長ほか２名出席） 

・8/21 先生方とのヒアリング結果を反映した修正後の平面図を教育委員会で協議 

     再度、精査し要望等設計会社へ伝える。 

     （設計会社、教育長、教育次長ほか６名出席） 

・8/26 設計会社より修正後の平面図提出 

・8/27 教育委員会において再度確認し修正依頼 

・9/3  設計会社より修正後の平面図提出 

 

◇上記のとおり、平面図作成については、小学校・中学校と打合せを行い、要望や

意見を伺い進めて参りました。また、教育委員会との協議も行い、基本構想及び

基本計画と照らし合わせながら協議を行い進めて参りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


